
株主
還元

配当
・��安定的な配当の継続を基本
としつつ、業績や余剰資金
の状況を踏まえた増配な
ど、株主還元を強化

自己株式
取得 ・��機動的な自己株式の取得

投資

研究開発
投資

・��脱炭素に貢献する技術開発
への研究開発投資
・��医療機器など新規分野への
研究開発投資

事業基盤
強化

・��保守、安全確保、品質向上
のための投資
・��省人化や自動化による生産
効率の向上

成長投資
・��インド・ASEANにおける生
産能力拡大
・��医療機器など成長が見込ま
れる分野への投資

M&A
・��事業ポートフォリオ拡大の
ためのM&A
・��戦略的アライアンスの検討

営業
キャッシュ・

フロー

手許現預金

借入余力

キャッシュ・イン キャッシュ・アウト

株主還元の実績と予想

5経 営 基 盤 の 強 化  資 本 効 率 の 向 上

財 務 戦 略
持続的な成長と安定的な株主還元の両立を目指し、資本コストを上回る収益創出と最適な資本配分

に取り組んでいます。

CAPITAL EFFICIENCY

　当社グループでは、ROEの向上を重要な経営目標と位置

づけ、資本効率の改善に取り組んでいます。投資判断にお

いては資本コストを重要な指標とし、各投資案件について

資本コストを上回るリターンが見込めるかを慎重に検討し

た上で、収益性の高い投資の実行に努めています。

　また、「既存事業の収益力強化」「成長戦略の推進」「適切

なバランスシート管理」の3つの取り組みを柱として、バラ

ンスの取れた資本構成の維持と資本効率の向上を図ってい

ます。収益性向上や業務効率化による収益力の強化に加え、

海外事業の拡大や新規分野の開拓に向けた投資、研究開発

への継続的な投資を通じて成長戦略を推進し、収益機会の

拡大と持続的な企業価値の向上を目指しています。

　さらに、配当性向の向上に加え、機動的な自己株式取得

や政策保有株式の縮減を進めることで、バランスシートの

最適化を図り、ROEと資本効率の向上に継続的に取り組ん

でいきます。

　第5次中期経営計画においては、持続的な企業価値向上

の実現に向け、将来の成長に資する戦略的投資と、株主の

皆さまへの安定的かつ継続的な還元の両立を重要課題とし

て位置づけています。これにより資本効率の向上を図り、

ROE8%以上（「Vision2030」においては10%以上）の達

成を目標としています。

　当該目標の実現に向けては、事業ポートフォリオの最適

化、収益性の高い分野への重点投資の推進、財務戦略の高

度化など、複合的な施策を講じています。これらの施策に

ついては、取締役会において中長期的な視点から十分な議

論・検証を重ね、その実効性の確保に努めています。

　今後も、施策の進捗状況や成果について適時適切な情

報開示を行い、透明性の向上とステークホルダーとの建設

的な対話を通じて、さらなる経営の高度化を推進していき

ます。

 資本効率の向上

　当社グループは、「Vision2030」の実現に向けて、「既存

市場の深耕」「海外事業の拡大」「新規分野の開拓」を推進す

ることで、持続可能な企業価値の向上に取り組んでいます。

こうした中長期的な成長戦略を支える財務戦略として、営

業キャッシュ・フロー、手許現預金、借入余力などを活用し

ながら、成長投資、財務健全性の維持、株主還元へバラン

ス良く資金を配分することで、資本効率の向上を目指しま

す。特に、グローバルベースでの効率的な資金管理体制の

強化を重要な課題と位置づけており、事業特性や各リー

ジョンの資金需要を踏まえた戦略的な資金配分をグループ

全体で進めます。また、既存事業の収益力強化や成長分野

への投資と合わせて、政策保有株式の縮減や自己株式の取

得にも取り組んでおり、資本構成の最適化を通じて、企業

価値の持続的な向上を図っていきます。

 キャッシュアロケー ション方針

　当社グループは、株主の皆さまへの利益還元を経営上の

重要課題の一つと位置づけています。配当については、財

務基盤の安定性がある程度確保されたと判断し、安定した

配当の継続と総還元性向を勘案しながら、当面の間は配当

方針（連結配当性向30%程度）を上回る配当を継続する方

針です。また、ROEおよび資本効率の向上に向けて、手元

資金や株式市場の動向など状況に応じて、自己株式取得を

機動的に実施します。

　直近では、2026年5月14日開催の取締役会において、

取得価額100億円を上限とする自己株式取得枠の設定を決

議しており、今後も適切なキャッシュアロケーションとバラ

ンスシート管理を通じて、資本効率の向上と株主還元の両

立を図り、株主価値の向上に努めていきます。

 株主還元への取り組み

 中間配当（左軸）　  期末配当-普通（左軸）　  期末配当-記念（左軸）　  総還元性向（右軸）　  配当性向（連結）（右軸）

(円) (％)

0

25

50

75

100

0

30

60

90

120

2013/3 2017/32016/32015/32014/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2027/32026/3

18.3% 20.2%19.8%18.6%16.8%
21.9%

18.3% 20.2%19.8%18.6%16.8% 21.9%

32.0%

49.7% 44.5%
52.0%

65.0%

35.0%

106.1% 109.9%

23.4% 30.4% 30.7%

52.0% 46.5%
35.0%

44.6% 42.7%

予想

株主還元の
強化

自己株式取得を含めた総還元性向

株価純資産倍率（PBR）1.0倍超の実現に向けて、資本コストを上回るROEを中長期の目標とし、
成長戦略投資、株主還元、財務健全性の維持にバランス良くキャッシュを配分することで、
資本効率の向上を図ります。

第 5 次 中 計

2028 年 3 月期

Vision2030現 在

2026 年 3 月期

10％ 超8％ 超6.5％

既存事業の収益力強化

 既存事業の深耕
 収益性の向上
 間接業務の効率化

成長戦略の推進

 海外事業の積極展開
 成長分野への先行投資
 新規技術開発への研究開発投資

適切なバランスシート管理

 配当性向の向上
 機動的な自己株式の取得
 政策保有株式の縮減
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